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平成２７年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２７年４月～平成２８年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名 京都市立 紫野高等学校                

  種 別 □保育園・幼稚園  □小学校     □小中一貫教育 

      □中学校      □中高一貫教育  ■高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒 603 － 8231 

      京都府京都市北区紫野大徳寺町２２  

  E-mail murasaki@edu.city.kyoto.jp    

  Website http://cms.edu.city.kyoto.jp/weblog/index.php?id=300803                  

  児童生徒数  男子 454 名   女子 555 名  合計 1009 名 

        児童・生徒の年齢 15 歳～ 18 歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 ■ 国際理解 

 ■ 世界遺産 

□ 平和・人権 

■ 環境 

□ 気候変動  

□ 生物多様性 

□ エネルギー 

□ 防災 

□ 食育 

■ 伝統文化 

□ そのほか（         ） 
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 ３．活動内容  

 

（１）１年間の主な活動内容について記載願います。 

 

▽総合的な学習の時間 

本校では総合的な学習の時間を「むらさきの Global Action Program」と位置づ

け、持続可能な開発をテーマに活動を行ってきた。具体的には、1年前期にまず「持

続可能な開発」の概念について学習をすすめ、そのまとめとして「持続可能な社

会を目指して私にできること」のタイトルで800字の小論文レポートを作成させ、

校内でのコンテストを実施した。1年 320 名全員が参加している。本校では 1年生

の 3 月に全員が海外研修を行う。そこで 1 年生後期は、その行き先であるマレー

シア・オーストラリアをテーマに、日本と両国のつながりを意識した授業を行っ

た。例えば、「パーム油の長所とプランテーションによる環境破壊のジレンマ」と

いう内容で議論したり、マレーシアについて調べたことをポスターにまとめ発表

を行ったりした。 

２年生普通科スタンダードコースでは日本の伝統文化を継承するために自分た

ちができることを企画した。現在伝統文化が持つ様々な課題を検証し、それに対

する持続可能な取り組みを１年生、２年生に向けてポスターセッションで発表し

意見交換を行った。またアドバンスト科とアカデミア科では科学や国際理解をテ

ーマにプレゼンテーションを行った。 

その他に「世界一大きな授業」や、京都産業大学と人づくり 21 世紀委員会の北

区人づくりネットワーク実行委員会の方々と協力し、上賀茂地域で伝統的に続け

られている紅葉音頭の継承についてワークショップ等を行った。そこで灯籠を作

り、上賀茂神社での観月祭で展示した。 

 

▽海外研修 

本校では１年生普通科がマレーシアの文化、言語、宗教、習慣など異文化を体

験しながら国際理解、環境問題について考える研修を、１年生アカデミア科では

オーストラリアのクイーンズランド州トゥーンバ市の南クイーンズランド大学で

語学研修、大学生との交流、またアボリジニ文化体験などを行った。 

 その他に京都市立高校から代表生徒３０名が選出される「グローバルリーダー

育成研修」へ本校より７名が参加した。 

 

▽国際交流 

本校では海外の高校生との交流が盛んに行われている。例えば、被災地と米国 

の生徒・教職員が相互に交流を推進する「TOMODACHI・MUFG 国際交流プログラム」

で、アメリカ・カリフォルニアの高校生２０名と日米相互理解を目的に交流した。

また本校はオーストラリアに姉妹校シュバリエカレッジがあり、本年は短期留学

生１７名、引率教師２名とホームステイや学校生活、近隣の散策等を通じて大い

に文化交流を行った。 

その他にも中国、台湾から来日した高校生と１日交流する機会があり、伝統の

踊りや歌を見学したり、日本の文化紹介として折り紙を一緒に折ったり、書道で

自分たちの好きな言葉を書いたりして交流した。 
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▽地域への参画（ボランティア活動） 

京都紫野ロータリークラブ主催で紫野地区清掃活動を行った。また本校のすぐ

近くにある今宮神社の今宮祭にて、鉾町での準備から祭礼列のボランティアに参

加し日本伝統文化に触れた。 

その他に第二回能舞台フェスタが今宮御旅所にて行われ、本校の放送局、ESS が

日本語と英語で司会をした。また京都マラソンにて各部活の部員が給水のボラン

ティアとして運営をサポートした。 

 

▽その他 

本校では京都市の中学生向けに授業を行い、本校の掲げる ESD の特色を説明し、

「世界中の子どもたちが教育を受けるにはどうすればよいか」というワークショ

ップをオールイングリッシュで行った。また発展途上国への教育支援活動である

「ユネスコ世界寺子屋運動」への協力のために、生徒会が「書きそんじハガキキ

ャンペーン」に取り組んだ。 

その他にインドネシアで実施されたビジネスアイデアコンテストであるiSEC世

界大会に８名の生徒が出場し、与えられた課題に対し SD の観点から解決を目指す

アイデアを提案し、１４位という結果を残した。また１年生アカデミア科を中心

に京都文化検定３級を受検し、計３名の合格を果たした。 

 

 

 

（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

■ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

□ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 

 


